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たところ、約 22%（37人中 8人）がビタミン B6














に赤血球に関する項目である RBC， HB， HCT， 
MCV， MCH， MCHCに多重共線性がみられるこ













未満であった。 一方、 変数減少法では、WBC， 
MCV， MCHC， UNとした時に最小のAICとなっ
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